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最新フレームワーク、
ｅｂＸＭＬとウェブサービス
　ロゼッタネットが今導入を検討しているの

が、オープン標準のebXMLやウェブサービス

といったメッセージング技術フレームワークで

ある。その導入の背景や目的は割愛して、ここ

ではebXMLとウェブサービスとは何かについ

て解説する。

　ebXML（Electronic Business using 

XML）は、1999年の秋から、国連の「UN

／CEFACT（国連・貿易簡易化と電子ビジネ

スセンター）」と民間コンソーシアム「OASIS

（Organization for the Advancement of 

Structured Information Standards）」が共

同スポンサーとなり、多くのIT企業が参加して

開発した、あらゆる種類とサイズの企業が、イ

ンターネット上の電子商取引を容易に実行する

ことができるように開発されたXMLベースの

オープンなメッセージングフレームワーク仕様

である。

　ebXMLは、その仕様の記述言語としてXML

を全面的に採用しており、01年5月に開発の

第1フェーズ、今年8月に第2フェーズが完了

している。

　一方、ウェブサービスは、IT業界が一体となっ

て開発しているインターネットを利用した最

新の分散アプリケーション用技術フレームワー

クであり、インターネットのウェブサイト上に

分散して存在するオンラインサービス（ウェブ

サービス）を呼び出すことで、企業アプリケー

ション同士を連結させる。

　しかもその接続は、システムインテグレー

ションなしに、パソコンのPlug and Play機

能のように自動接続することを目指している。

ウェブサービスを構成するXMLベースの各プ

ロトコルの標準は、W3CとOASISで標準化が

進められ、「Web Services Interoperability 

Organization（WS－I）」と呼ばれる業界グルー

プが、各ITベンダーが提供するツール間の相互

運用性を保証するために、ウェブサービスプロ

ファイル仕様を発行している。

　現在、ベーシックプロファイルと呼ばれる基

本セットが発表され、今後セキュリティなどの

上位のプロファイルの発行が期待されている。

　マイクロソフトの「.NET」、IBMの「オンデ

マンド・コンピューティング」に代表されるよ

うに、多くのITベンダーが、ウェブサービスベー

スのシステムアーキテクチャを発表している。

17

21


